
  

 
専門教科 家庭 「子どもの発達と保育」 学習指導案 

 
大阪府立○○高等学校 
指導者  ○○ ○○ 

 
１．日 時     平成○年月○日（○） 

 

２．場 所     普通棟 講義室 

 

３．学年・組    第２学年○組（保育専門コース、○名） 

 
４．単元（題材）名  「成長新聞をつくろう ～１年間を振り返って～」 

使用教科書：「子どもの発達と保育 ～育つ・育てる・育ち合う」 
 

５．単元（題材）の目標 

 １．他者が表現したいことを引き出す、自分自身を振り返るなど、保育者として子どもと触れ合ったり子

育て支援を行っている人々と交流したりする際に必要な技術を身に付ける。 

２．保育専門コースの１年間の学習を振り返り、保育体験学習で学んだこと、保育に関する進路や職

業をめざす自分の成長や課題をまとめ、表現する。 

 

６．教材観 

 生徒は、乳幼児期の子どもの発達の特性や仕組みについての知識を習得し、保育体験実習を体験する

ことで、保育や幼児教育への興味・関心を高め、意欲的に学習に取り組んできた。本単元では１年間の

学習をまとめたスライドショーやこれまで記録してきた「振り返りジャーナル」からこの１年の学習を

深く振り返るとともに、ペア･インタビューを行うことで、他者のフィルターを通して自分の体験を掘

り下げるきっかけとする。さらには、これらの経験をもとに保育に関する進路や職業をめざしている自

分自身の成長や課題を「成長新聞」としてまとめ、各自がこれからの生活や進路選択につなげたり、地

域社会の保育や子育て支援への理解と貢献の意識を深めさせる。 

 

７．生徒観 

(省略) 

 

８．指導観 

「子どもの発達と保育」では、４月当初から傾聴の姿勢を育む「対話型絵本読み聞かせ」や規則的な

ペアトーク、話し合いの技法を身に付けるためのトレーニングを学習の中に意図的に仕組んで繰り返す

とともに、生徒一人ひとりが「振り返りジャーナル」に学びの記録を残してきた。 

集大成となる本単元では、保育専門コースの１年間の学習を終えるにあたり、ペアトークやグループ

活動を通して発散・収束・活用のプロセスを体験的に学び、生徒自身が深く振り返ることを重視する。

生徒が自分の成長を振り返るには、ただ単に(個人内で)自分の活動を振り返り言語化するだけでなく、

他者と共有することでさらに自分を見つめる視点を広げその質を深めると考える。ペア・インタビュー

や成長新聞の中間報告での読み合いで、生徒の学びの質をより深める。また１年間の取組みで成長した

と感じたことを「成長新聞集」としてまとめ、生徒自身の取組みの成果として完成させる。 



  

９．単元（題材）の評価規準 
Ａ 関心・意欲・態度 Ｂ 思考・判断・表現 Ｃ 技能 Ｄ 知識・理解 

実践的・体験的な活動

を通して、保育に関心を

もち、学習に意欲的に取

り組もうとしている。 

自分自身のこれから

の人生や生活にひきつ

け考えようとしている。 

１年間の活動を振り

返り、保育体験学習で学

んだことや保育に関す

る進路・職業をめざす自

分の成長や課題につい

て、考えた過程を適切に

表現している。 

他者との対話やイン

タビューを通して、他者

が表現したいことを引

き出したり伝えたりす

る技術が身に付いてい

る。 

自身を振り返る技術

を身に付けている。 

 

 

10. 単元の指導と評価の計画（全４時間） 

時 学習内容 主な評価規準【観点】 

第１時 

成長新聞をつくろう 

～１年間を振り返って～

オリエンテーション 

実践的・体験的な活動を通して、保育に関心をもち、学習に意欲

的に取り組もうとしている。              【Ａ】 

第２時 私の構成要素 
他者と対話し、自分の趣味や好きなものを伝えることができる。

【Ｃ】 

第３時 

ペア・インタビューを

しながら１年間の活動

を構造化する 

１年間の活動を振り返り、体験的に学んだことについて、考えた

過程を適切に表現している。              【Ｂ】 

他者との対話やインタビューを通して、他者が表現したいことを

引き出す技術を身に付けている。 

自身を振り返る技術を身に付けている。         【Ｃ】 

第４時 成長新聞をつくろう 

保育に関心をもち、自分自身のこれからの人生や生活にひきつけ

考えようとしている。                 【Ａ】 

１年間の活動を振り返り、体験的に学んだことについて、考えた

過程を適切に表現している。              【Ｂ】 

 

11．本時（3・4時）の展開 

 (1) 本時の目標 

１年間の活動を振り返り、ペア・インタビューやミニホワイトボードを使用し、保育体験学習で学ん 
だことや保育に関する進路や職業をめざす自分の成長や課題を「成長新聞」として、まとめ、表現する 
ことができる。 
 

 (2) 本時（3・4時）の評価規準 

○保育に関心をもち、自分自身のこれからの人生や生活にひきつけ考えようとしている。 

【Ａ】 

○１年間の活動を振り返り、学んだことや自分の成長や課題について、考えた過程を適切に表現して

いる。                                                                       【Ｂ】 

○１年間の学習を振り返るペアトークやグループ活動（他者との対話やインタビュー）を通し 

て、発散・収束・活用のプロセスを体験的に学び、他者が表現したいことを引き出す技術や 

自分自身を振り返る技術を身に付けている。                      【Ｃ】 

 



  

(3) 本時（3・4時）の準備物 

１年間を振りかえったスライドショー（ＤＶＤ）、ストップウォッチ、付箋紙 

ミニホワイトボード、ホワイトボードマーカー（黒・赤・青）、イレーサー 

成長新聞（見本）、成長新聞レポート（罫線あり）、デジタルカメラ 

 

(4) 本時の学習過程 

（第３時） 

時間 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法） 

７分 

導 

入 

○絵本読み聞かせ 

「わすれられない おくりもの」 

（スーザン・バーレイ作） 

★対話しながら絵本を読み聞かせし、絵本

のストーリーを自分と関連付けて味わうこ

とができるように声掛けする。 

 

 

 

35分 

展 

開 

○本時のめあて 

１年間の保育専門コースでの活

動を振り返り、成長新聞としてま

とめる。 

○振り返りムービー視聴 

１年間の取り組みの写真を見て、

これまでの活動を振り返る。 

 

○ペア・インタビュー 

ペアになり、１年間の活動を構造

化し、振り返る。 

 

 

 

●過去に先輩が作成した成長新聞を示し、

具体的なイメージがもてる環境をつくる。 

 

 

●１年間の取組みを生徒自身が振り返るこ

とができるように、授業や保育体験実習の

スライドショーを観賞する。 

 

●ミニホワイトボードを用い、「質問の技」

を使用しながら、対話をすすめる。 

※「質問の技」…対話を深め広げる質問や

あいづち等の例を示したカード 

★インタビューで聞き取った内容を構造化

し、ミニホワイトボードに書く。 

 

・発散（黒色、３分） 

「１年間で思い出に残っていることは？」 

・収束（赤色、１分） 

「特に印象に残っていることは？」 

・活用（青色、１分） 

「これからどうしていきたいか？」 

 
 
 
 
・１年間の学習活動を振り返

り、学んだことや自分の成長

や課題について、考えた過程

を適切に表現している。 
【Ｂ】（ワークシート） 

 
・１年間の学習を振り返るペア

トークやグループ活動（他者

との対話やインタビュー）を

通して、発散・収束・活用の

プロセスを体験的に学び、他

者が表現したいことを引き

出す技術や自分自身を振り

返る技術を身に付けている。  

【Ｃ】（観察） 

８分 

ま 

と 

め 

○本時の学習を振り返り ●「振り返りジャーナル」に日付、題を記

入し、ミニホワイトボードの情報を書き写

し、ペアトークの感想を記入する。 

●「振り返りジャーナル」を提出する。 

 

 

 

 

 



  

（第４時） 

時間 学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法） 

５分 

導 

入 

○前時の内容の振り返り 

○本時のめあて 

●過去に先輩が作成した成長新聞を読み

聞かせし、具体的なイメージをもちやす

くする。 

 

 

 

 

35分 

展 

開 

○成長新聞の下書き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○成長新聞のペア中間報告 

（１分×２回）×２回 

 

 

○成長新聞の清書 

 

●成長新聞レポートは、罫線ありと罫線

なしのワークシートを配付し、生徒自身

が選択して書けるようにしておく。 

 成長新聞（見本）、成長新聞（使い方） 

 成長新聞レポート（罫線あり・なし） 

★過去の成長新聞は、生徒がいつでも閲

覧できるように、成長新聞集を共有する。 

 

●適宜、机間指導を行い、進捗状況を確

認する。 

 

●成長新聞レポートをもち、ペアになり、

相互に読み聞かせを行う。 

★原稿が完成していなくても、ペアで読

み合い、感想を互いに伝える。 

●成長新聞レポートの下書きが終わり次

第、原稿を完成させ、提出する。未完成

の生徒については、後日提出させる。 

 
・１年間の活動を振り返り、学ん

だことや自分の成長や課題に

ついて、考えた過程を適切に表

現している。         

【Ｂ】（ワークシート） 
 
 
・実践的・体験的な活動を通して、

保育に関心をもち、自分自身の

これからの人生や生活にひき

つけ考えようとしている。       

【Ａ】（ワークシート、観察） 

10分 

ま 

と 

め 

○本時の学習を振り返る 

 

●「振り返りジャーナル」に日付、題を

記入し、成長新聞を作成した感想、他の

人の成長新聞を読みあった感想を記入す

る。 

●「振り返りジャーナル」を提出する。 
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文責： 

2年○組〇〇番 

〇〇 〇〇 

～
あ
と
が
き
～ 

 

  

〈 

小
見
出
し 
発
散
（
黒
色
） 

〉 

成
長
新
聞
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル 

〈 
 

小
見
出
し 

収
束
（
赤
色
） 

 

〉 

〈 
 

小
見
出
し 
活
用
（
青
色
） 

 

〉 

 

・
成
長
新
聞
の
は
じ
め 

小
見
出
し
に
合
わ
せ
て
、
発
散
（
黒

色
）
を
中
心
に
書
き
ま
す
。
成
長
新
聞

の
導
入
な
の
で
、
読
み
手
が
わ
く
わ
く

す
る
よ
う
な
始
ま
り
が
ふ
さ
わ
し
い
で

す
。 

 

・
成
長
新
聞
の
な
か 

小
見
出
し
に
合
わ
せ
て
、
収
束
（
赤

色
）
を
中
心
に
書
き
ま
す
。
成
長
新
聞

の
展
開
な
の
で
、
お
話
が
広
が
っ
て
い

く
よ
う
に
、
読
み
手
に
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
く
書
き
ま
す
。 

 

・
成
長
新
聞
の
お
わ
り 

小
見
出
し
に
合
わ
せ
て
、
活
用
（
青

色
）
を
中
心
に
書
き
ま
す
。
成
長
新
聞

の
ま
と
め
な
の
で
、
書
き
手
が
こ
の
後

ど
う
し
た
い
か
が
わ
か
る
よ
う
に
書
き

ま
す
。 

 

成
長
新
聞
を
ま
と
め
た
感
想 














